
〔おさらい〕人権集会での話 

それぞれのクラスで考えた【玉小宣言】。これを決めるときには「こんな 

玉小にしたい」ということを一人一人、考えて決めたと思います。みんなの 

気持ちが入ったとてもよい宣言だと思います。発表する人も立派でした。 

この人権集会までに、どのクラスでも【人権】についての授業があったと 

思います。先生はクラスの様子を見に行きますが、ちょうど【人権】につい

ての授業をしていた学年のことを話します。 

３年生では【人権】とは、生まれながらにもってい 

るもの、幸せに生活するために必要なもの、誰にとっ 

ても大切にされなければならないものと勉強していま 

した。５年生では自分や他の人の【人権】を守るため 

に、人ごとではなく自分がどうするのかを考えていま 

した。 

【玉小宣言】は「みんなが気持ちよく学校生活を送ることができる」ためのものです。改

めて【人権】について考え、自分を振り返り、【玉小宣言】を守るために、あなた自身がど

うがんばるのかを考えましょう。 

一人一人がそれを考えて行動できれば、玉小学校はもっと良い学校になると思います。 

みんなで頑張っていきましょう。 

 

 子どもたちの「あふれる笑顔 きらめく瞳」をめざして 

                 

玉小人権集会 
 
 
 １２月５日（月）、玉小人権集会が各教室をオンラインでつないで行われました。これは人

権週間（１２月４日～１０日）に合わせた取組の一環です。各クラスで「人権」に 
ついて学習し、それぞれ意見を出し合い、【玉小宣言】を作りました。 
運営委員さんや各クラスの代表、クラスでしっかり考えたみんな、ありがとう。 

おかげで良い集会になりました。 
 

力作ぞろいの【玉小宣言】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校区一貫教育校園 玉野市立玉小学校 学校だより第２７号（令和４年１２月９日） 

国の人権週間のスローガン 法務省 HPより 



新聞に紹介されました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先生達も勉強！ 

 １１月３０日（水）、玉中学校区小中一貫教育の取組の一つとして、本校で６年生社会【国
力の充実をめざす日本と国際社会】の公開授業を行いました。本校の研究テーマ【関わり合い】
に迫るために、６年生のみんなはクロムブックを使って資料から読み取り、自分の考えを伝え
たり、友達の考えを聴いたりして、自分の考えと比較したり、新たな考えに気づいたりとよく
頑張っていました。 

授業後の研究協議では玉中、玉原小の先生方から「児童たちはクロムブックの扱いに慣れて
いますね」「関わり合いをもつためのしかけがありましたね」「資料を示して自分の考えを言
っていましたね」などの感想を多くいただきました。ありがとうございました。研究協議後、
校内研修を行い、成果と課題、今後の対策を先生達で共有しました。 
 

 

 

 

 

 

 

山陽新聞社提供（令和４年１１月１８日付 玉野圏版） 

山陽新聞社提供（令和４年１１月２６日付 玉野圏版） 

【立志】とは、【志を立てること】です。
それは、自分が描く「なりたい自分【将来】」
の実現に向けて、「具体的な目標と見通し」
をもって【今】から努力することを自分自
身に約束することです。 
６年生のみんなは、この「【志授業】で

「自分の【将来】と【今】をつなげること
…【将来】を描き、実現に向けて、【今】、
何をがんばるのか」を考えました。 
ただ、みんなが考えた６年生時点での

【志】は将来、変わるかもしれません。し
かし大事なのは、【志】を立て、その実現
のために努力することです。みんなはこの
志授業で【志】の立て方、具体的な目標や
見通しの立て方を学習しました。そのやり
方を知っていることで、みんなが将来、
【志】が変わったとしても対応できること
を期待しています。 

様々な人が関わって実現したプロジェ
クトでしたが、「いもの」の学習や「いも
のづくり」を体験することで、「いもの」
について知ることの他に、みんなには以下
のようなことを期待しています。 
それは例えば、砂をつめる時に、昔、砂

遊びで体験したことを活かしたり、身の回
りの「いもの製品」を探すことで、習った
ことと生活を関連付けたり、社会の授業で
習った「プレス」と「いもの」を比べて、
共通点や違う点を見つけたり…それらを
することで、知っていること（知識）同士
をつなぎ合わせることができます。それを
いろいろな機会にすることで、新しい考え
がひらめいたり、自分の考えを整理できた
り、まとめたりできる力がつきます。それ
を期待しています。 

研究協議の様子（３校学力向上部会） 


